
(第三種郵便物認可) （１０）２０２１年（令和３年）１０月２２日（金曜日） 特 集

電力中央研究所は、今年７月に組織改編を実施した。研究系部署のうち１

センター７研究所を再編・統合することにより「エネルギートランスフォー

メーション研究本部」「グリッドイノベーション研究本部」「サステナブル

システム研究本部」を新設した。新たな体制の下で年カーボンニュート

ラル実現など事業環境の変化に対応していく。この特集では各本部長のイン

タビューにより、３研究本部の役割や活動内容について紹介する。

�
�
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｅ
Ｘ
）

研
究
本
部
の
特
長
と
活
動
に
つ

い
て
。

「
Ｅ
Ｘ
研
究
本
部
で
は
、
電

気
を
含
む
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
体
の

供
給
と
利
用
に
お
け
る
変
革

（
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
を
目
的
に
研
究
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
ま
で
は
所
属
が
異

な
っ
た
機
械
工
学
、
原
子
力
工

学
、
化
学
、
材
料
科
学
を
専
門

と
す
る
研
究
者
が
基
盤
技
術
ご

と
に
集
結
し
た
こ
と
で
、
研
究

者
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
が
一

層
強
化
さ
れ
、
研
究
活
動
へ
の

シ
ナ
ジ
ー
効
果
、
優
れ
た
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
の
創
出
を
期
待
し
て

い
る
」

「
当
研
究
本
部
の
研
究
対
象

の
一
つ
で
あ
る
原
子
力
発
電
と

火
力
発
電
は
現
在
厳
し
い
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
面
も
あ
る

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
の
確
保
と
安
価
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
供
給
の
た
め
に
当
面
有
効

活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

こ
れ
に
対
応
す
る
研
究
開
発
を

進
め
て
い
る
」

「
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
が
う
た
わ
れ

る
中
、
電
気
事
業
者
に
お
い
て

も
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
で
脱
炭

素
化
を
掲
げ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｅ
Ｘ
）が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

当
研
究
本
部
で
は
、
幅
広
い
専

門
知
識
を
機
動
的
に
生
か
し
な

が
ら
、
電
気
事
業
の
Ｅ
Ｘ
を
実

現
す
る
技
術
を
開
発
す
る
こ
と

で
電
気
事
業
者
を
支
援
し
、
脱

炭
素
化
に
貢
献
し
て
い
く
」

�
�
Ｅ
Ｘ
研
究
本
部
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
。

「
発
足
に
あ
た
り
、
当
研
究

本
部
の
存
在
意
義
と
ビ
ジ
ョ

ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
た
。

存
在
意
義
は
我
々
の
専
門
力
と

創
造
力
を
生
か
し
た
新
た
な
技

術
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
よ
る
、

わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ

ム
の
革
新
で
あ
る
。
ビ
ジ
ョ
ン

は
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

の
変
革
を
通
じ
て
、
新
た
な
価

値
創
造
や
電
気
事
業
と
社
会
の

変
容
を
促
し
、
高
度
な
生
活
様

式
の
持
続
的
発
展
と
未
来
型
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
に
貢

献
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換
・

貯
蔵
・
輸
送
の
革
新
的
技
術
の

開
発
、
原
子
力
発
電
の
長
期
運

転
、
次
期
原
子
炉
や
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
火
力
の
実
現
、
水
素

系
燃
料
の
実
用
化
に
向
け
た
技

術
開
発
で
あ
る
。
こ
の

年
が

勝
負
と
考
え
て
い
る
」

★
脱
炭
素
が
大
命
題

�
�
Ｅ
Ｘ
研
究
本
部
の
研
究

戦
略
に
つ
い
て
。

「
ま
ず
、
脱
炭
素
社
会
の
実

現
が
大
命
題
と
し
て
あ
り
、
こ

の
実
現
の
た
め
の
方
法
と
し

て
、
電
化
社
会
と
水
素
社
会
の

実
現
が
あ
る
。
電
化
社
会
の
実

現
に
は
、
発
電
側
の
大
変
革
が

必
要
と
な
り
、
欧
米
の
電
気
事

業
者
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を

大
転
換
す
る
動
き
も
あ
る
。
わ

が
国
に
お
い
て
も
事
業
性
を
担

保
し
た
革
新
的
な

技
術
開
発
の
重
要

性
が
増
し
て
い

る
。
水
素
社
会
の

実
現
に
は
、
水
素

キ
ャ
リ
ア
の
製
造

・
輸
送
・
貯
蔵
・

利
用
の
た
め
の
技

術
開
発
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
こ

の
よ
う
な
社
会
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く

に
は
そ
の
つ
な
ぎ

と
な
る
ト
ラ
ン
ジ

シ
ョ
ン
技
術
の
開

発
も
必
要
と
な

る
。
こ
れ
ら
技
術

開
発
は
Ｅ
Ｘ
研
究

本
部
が
担
う
重
要

課
題
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
」

「
こ
の
よ
う
な

社
会
を
実
現
す
る

に
は
既
存
の
電
力

イ
ン
フ
ラ
を
大
転

換
す
る
必
要
が
あ

る
が
、
そ
の
た
め
の
技
術
開
発

は
電
気
事
業
者
や
メ
ー
カ
ー
な

ど
と
役
割
分
担
し
て
取
り
組
む

こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
た

め
、
俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
的
に
研

究
の
戦
略
や
方
向
性
を
考
え
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
そ

れ
に
基
づ
き
研
究
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
る
が
、
こ

の
旗
振
り
役
を
研
究
統
括
室
が

担
っ
て
い
く
」

★
火
力
ゼ
ロ
エ
ミ
へ

�
�
Ｅ
Ｘ
研
究
本
部
な
ら
で

は
の
研
究
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
。「

火
力
発
電
所
な
ど
か
ら
の

二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
�
）
排
出

に
制
約
が
あ
る
中
、
ゼ
ロ
エ
ミ

ッ
シ
ョ
ン
火
力
の
実
現
に
向
け

て
、
燃
料
製
造
、
燃
焼
方
法
の

両
面
か
ら
研
究
を
加
速
し
て
い

る
。
燃
料
製
造
で
は
還
元
技
術

を
活
用
し
た
燃
料
電
池
の
逆
反

応
利
用
に
よ
る
水
素
製
造
技

術
、
燃
焼
方
法
で
は
バ
イ
オ
マ

ス
混
焼
率
拡
大
や
ア
ン
モ
ニ
ア

混
焼
な
ど
の
研
究
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
ま
た
、
発
電
時
に
生

じ
る
Ｃ
Ｏ
�
を
有
効
活
用
す
る

た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
る
。

材
料
分
野
の
研
究
に
お
い
て
、

当
所
の
強
み
で
あ
る
分
析
能
力

や
設
備
を
活
用
し
、
材
料
の
原

子
レ
ベ
ル
で
の
分
析
を
行
い
、

火
力
発
電
の
伝
熱
管
の
劣
化
防

止
に
向
け
た
技
術
開
発
、
原
子

炉
の
燃
料
被
覆
管
の
開
発
、
高

経
年
軽
水
炉
の
材
料
劣
化
評
価

式
の
構
築
な
ど
を
進
め
て
い

る
。
さ
ら
に
、
電
化
社
会
の
実

現
に
貢
献
す
る
技
術
と
し
て
、

パ
ワ
ー
半
導
体
の
大
型
化
、
耐

久
性
向
上
に
向
け
た
研
究
な
ど

も
手
掛
け
て
い
る
」

�
�
研
究
本
部
長
と
し
て
の

役
割
に
つ
い
て
。

「
Ｅ
Ｘ
研
究
本
部
が
研
究
の

対
象
と
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

様
々
な
要
素
が
結
合
し
、
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ

る
。
個
別
最
適
で
は
な
く
、
シ

ス
テ
ム
全
体
と
し
て
の
バ
ラ
ン

ス
が
重
要
に
な
る
。そ
の
た
め
、

常
に
研
究
本
部
全
体
を
見
た
組

織
運
営
を
心
掛
け
て
い
る
。
ま

た
、
世
の
中
の
状
況
が
刻
一
刻

と
変
化
す
る
中
、
研
究
者
が
時

宜
に
か
な
っ
た
研
究
を
行
う
た

め
に
も
迅
速
な
判
断
を
行
い
、

明
確
な
指
示
を
出
す
。さ
ら
に
、

状
況
を
踏
ま
え
た
柔
軟
な
判
断

を
行
う
た
め
に
常
に
戦
略
の
代

替
案
も
用
意
し
て
お
く
」

�
�
研
究
本
部
メ
ン
バ
ー
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

「
基
盤
技
術
の
最
適
化
に
は
、

物
事
に
対
す
る
複
数
の
評
価
軸

が
必
要
だ
。
技
術
の
高
度
化
が

進
み
専
門
性
が
高
ま
っ
て
い
る

状
況
だ
が
、
ぜ
ひ
複
眼
的
な
思

考
を
養
い
、
そ
の
上
で
一
人
一

人
が
新
た
な
こ
と
に
挑
戦
す
る

冒
険
心
を
持
っ
て
頂
き
た
い
」

エネルギートランスフォーメーション研究本部

�
�
グ
リ
ッ
ド
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
（
Ｇ
Ｉ
）
研
究
本
部
の
特

長
と
活
動
に
つ
い
て
。

「
Ｇ
Ｉ
研
究
本
部
は
、
主
に

電
気
工
学
、
情
報
通
信
工
学
の

基
盤
技
術
を
有
す
る
。
電
力
流

通
分
野
の
研
究
に
お
い
て
、
現

物
を
利
用
し
た
実
験
か
ら
理
論

的
な
検
討
、
デ
ジ
タ
ル
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
を
網
羅
的
に

実
施
で
き
る
こ
と
が
当
研
究
本

部
の
強
み
で
あ
る
」

「
脱
炭
素
社
会
実
現
を
目
的

と
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
伴
い
、
パ
ワ
エ
レ
機

器
が
大
量
に
電
力
系
統
に
接
続

さ
れ
つ
つ
あ
る
中
、
系
統
安
定

性
維
持
へ
の
課
題
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
て
い
る
。
当
研
究
本
部

で
は
、
実
系
統
を
模
擬
し
た
実

験
設
備
や
自
前
で
作
成
し
国
内

で
広
く
使
わ
れ
て
い
る
系
統
解

析
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
保
有
し

て
お
り
、
こ
の
強
み
を
生
か
し

な
が
ら
、
電
力
の
安
定
供
給
に

不
可
欠
な
電
力
系
統
の
安
定
性

維
持
に
向
け
た
研
究
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
ヒ
ー
ト
ポ

ン
プ
な
ど
需
要
側
の
電
化
促

進
、
電
気
利
用
に
関
す
る
研
究

も
進
め
て
い
る
」

「
電
力
設
備
の
維
持
・
保
全

の
課
題
解
決
に
向
け
た
研
究
も

保
有
す
る
基
盤
技
術
を
活
用
し

な
が
ら
着
実
に
実
施
し
て
い

る
。
現
在
、
こ
の
分
野
の
研
究

者
が
減
少
し
て
お
り
、
我
々
の

役
割
は
一
層
高
ま
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
情
報
通
信
関

連
で
は
、
国
際
標
準
に
基
づ
く

通
信
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、

電
力
系
統
の
詳
細
情
報
を
収
集

す
る
こ
と
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に
よ
る
設

備
か
ら
の
情
報
収
集
方
法
に
つ

い
て
研
究
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
様
々
な
事
業
者
が
電
力
系

統
に
接
続
す
る
時
代
と
な
り
つ

つ
あ
る
中
、
制
御
系
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
確
保
が
重
要
な
課
題

と
な
っ
て
お
り
、
研
究
を
強
化

し
て
い
く
」

�
�
Ｇ
Ｉ
研
究
本
部
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
。

「
保
有
す
る
基
盤
技
術
を
活

用
し
た
研
究
に
よ
り
、
成
果
を

着
実
に
創
出
す
る
こ
と
で
、
再

生
可
能
エ
ネ
の
導
入
拡
大
と
電

力
安
定
供
給
の
確
保
を
両
立
さ

せ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
新
た
な
広
域
系
統
や
地
域

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
基
盤
の
構

築
、
安
定
的
な
電
力
供
給
の
ベ

ー
ス
と
な
る
電
力
流
通
設
備
の

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
高
度

化
、
需
要
側
の
調
整
力
拡
大
に

資
す
る
電
化
促
進
な
ど
の
研
究

を
進
め
て
い
く
。
ま
た
、
電
力

系
統
に
お
け
る
課
題
や
解
決
策

に
つ
い
て
技
術
面
か
ら
正
し
い

情
報
を
分
か
り
や
す
く
発
信
す

る
こ
と
も
重
要
な
役
割
と
考
え

て
い
る
」

★
４
つ
の
分
野
注
力

�
�
Ｇ
Ｉ
研
究
本
部
の
研
究

戦
略
に
つ
い
て
。

「
研
究
統
括
室
の
研
究
戦
略

担
当
を
中
心
に
四
つ
の
分
野
に

お
け
る
研
究
の
方
向
性
を
取
り

ま
と
め
て
い
る
。
一
つ
目
は
系

統
高
度
化
で
あ
る
。
再
生
可
能

エ
ネ
が
大
量
に
導
入
さ
れ
た
場

合
、
系
統
を
支
え
て
い
た
同
期

発
電
機
の
割
合
が
低
下
し
、
太

陽
光
な
ど
の
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制

御
電
源
が
増
加
す
る
た
め
、
系

統
安
定
性
が
低
下
す
る
。
Ｇ
Ｉ

研
究
本
部
で
は
、
仮
想
同
期
機

制
御
な
ど
イ
ン
バ
ー
タ
ー
制
御

方
法
の
研
究
に
加
え
て
、
確
実

に
効
果
が
期
待
で
き
る
再
生
可

能
エ
ネ
に
蓄
電
池
と
『
Ｍ
�
Ｇ

セ
ッ
ト
』
を
併
設
す
る
方
策
の

研
究
開
発
を
推
進
し
て
い
く
」

「
二
つ
目
は
地
域
グ
リ
ッ
ド
。

再
生
可
能
エ
ネ
、
蓄
電
池
お
よ

び
需
要
側
制
御
を
組
み
合
わ
せ

た
地
産
地
消
型
の
電
力
需
給
シ

ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
研
究

を
進
め
る
。今
後
は
Ｖ
Ｐ
Ｐ（
仮

想
発
電
所
）
と
の
協
調
や
配
電

に
関
わ
る
情
報
を
集
め
共
有
す

る
配
電
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の

構
築
を
目
指
す
。
三
つ
目
は
電

力
設
備
の
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
。
個
々
の
設
備
リ
ス
ク
だ

け
で
な
く
系
統
全
体
の
リ
ス
ク

評
価
を
踏
ま
え
た
ア
セ
ッ
ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
開
発
し
て

い
く
」

「
四
つ
目
は
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
）
。こ
れ
ま
で
の
研
究
で
様
々

な
デ
ー
タ
分
析
ツ
ー
ル
を
作
成

し
て
お
り
、
今
後
は
電
気
事
業

の
Ｄ
Ｘ
や
業
務
効
率
化
に
適
用

可
能
な
仕
組
み
を
検
討
し
て
い

く
」★

Ｒ
Ｓ
Ｄ
Ｔ
構
想
へ

�
�
Ｇ
Ｉ
研
究
本
部
な
ら
で

は
の
研
究
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い

て
。「

Ｒ
Ｓ
Ｄ
Ｔ
構
想
と
呼
ば
れ

る
研
究
に
取
り
組
む
。
こ
れ
は

デ
ジ
タ
ル
ツ
イ
ン
技
術
を
活
用

し
た
『
次
世
代
型
系
統
信
頼
度

制
御
シ
ス
テ
ム
』
を
開
発
す
る

も
の
で
あ
る
。
電
力
系
統
の
情

報
を
時
刻
同
期
し
な
が
ら
０
・

01
秒
単
位
の
周
期
で
収
集
し
、

そ
の
時
点
で
の
電
力
系
統
の
デ

ジ
タ
ル
モ
デ
ル
を
推
定
す
る
。

こ
れ
を
実
現
で
き
れ
ば
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
情
報
で
系
統
状
況
の

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可
能
に

な
り
、
電
力
会
社
の
中
央
給
電

指
令
所
の
業
務
高
度
化
に
も
寄

与
す
る
こ
と
に
な
る
。
２
０
２

２
年
の
秋
頃
、
技
術
成
立
性
を

検
証
す
る
た
め
の
試
験
設
備
を

設
置
予
定
で
あ
る
。
大
学
な
ど

と
も
連
携
し
つ
つ
研
究
を
進
め

て
い
く
」

�
�
研
究
本
部
長
と
し
て
の

役
割
に
つ
い
て
。

「
事
業
環
境
が
大
き
く
変
化

す
る
中
、
電
力
流
通
部
門
の
課

題
に
対
し
て
時
機
を
逸
せ
ず
に

解
決
策
を
提
案
し
て
い
く
た
め

に
、
研
究
者
が
戦
略
的
に
研
究

開
発
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、

中
長
期
的
な
技
術
課
題
を
整
理

し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
研
究
者
と
共

有
し
て
い
く
。
加
え
て
、
研
究

者
が
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、

社
会
に
活
用
さ
れ
る
研
究
成
果

を
創
出
で
き
る
職
場
環
境
や
仕

組
み
を
構
築
す
る
」

�
�
研
究
本
部
メ
ン
バ
ー
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

「
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
解

決
が
難
し
い
課
題
が
多
く
出
て

き
て
い
る
が
、
我
々
が
活
躍
す

る
チ
ャ
ン
ス
が
数
多
く
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
き
な
い

理
由
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

で
き
る
方
策
を
考
え
、
高
い
目

標
に
積
極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
職

位
、
部
門
の
壁
を
越
え
た
多
く

の
人
と
自
由
で
忌
憚（
き
た
ん
）

の
な
い
意
見
交
換
を
行
い
、
自

分
の
専
門
以
外
の
分
野
に
も
興

味
を
持
ち
、
知
識
や
情
報
の
幅

広
い
獲
得
に
努
め
て
頂
き
た

い
」

★
温
暖
化
対
策
に
力

�
�
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
ス
テ

ム
（
Ｓ
Ｓ
）
研
究
本
部
の
特
長

と
活
動
に
つ
い
て
。

「
成
熟
期
を
迎
え
て
い
る
日

本
社
会
に
お
い
て
電
力
を
含
む

社
会
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
は
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
一
方
で
激
甚
化
、
頻
発
化

す
る
自
然
災
害
は
、
こ
れ
ま
で

の
想
定
を
は
る
か
に
超
え
る
規

模
と
な
っ
て
お
り
、
自
然
災
害

に
対
し
て
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
社

会
シ
ス
テ
ム
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
へ
の

挑
戦
な
ど
の
地
球
温
暖
化
対
策

や
循
環
型
社
会
の
構
築
な
ど
、

地
球
規
模
で
自
然
環
境
と
の
共

生
が
求
め
ら
れ
て
い
る
」

「
Ｓ
Ｓ
研
究
本
部
で
は
、
土

木
、
地
質
、
地
球
物
理
、
原
子

力
、
機
械
、
環
境
、
生
物
な
ど

様
々
な
分
野
の
専
門
家
が
、
発

電
施
設
や
流
通
設
備
の
立
地
・

建
設
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
防
災

・
減
災
、
放
射
性
廃
棄
物
の
長

期
安
全
な
処
分
技
術
、
放
射
性

安
全
、
さ
ら
に
は
環
境
と
調
和

し
た
電
力
設
備
の
建
設
・
運
用

な
ど
に
関
わ
る
研
究
に
携
わ
っ

て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
我
々

が
得
意
と
す
る
分
野
で
あ
り
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
社

会
の
構
築
に
不
可
欠
な
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
継
続
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。そ
の
一
方
で
、

今
後
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
、

循
環
型
社
会
構
築
な
ど
時
代
の

変
化
に
適
応
し
た
新
た
な
研
究

に
も
保
有
す
る
基
盤
技
術
を
活

用
し
な
が
ら
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
」

�
�
Ｓ
Ｓ
研
究
本
部
の
果
た

す
べ
き
役
割
は
。

「
Ｓ
Ｓ
研
究
本
部
を
取
り
巻

く
状
況
を
俯
瞰
（
ふ
か
ん
）
す

る
と
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け
た

大
き
な
変
化
が
求
め
ら
れ
て
い

る
一
方
で
、
い
つ
の
時
代
で
も

変
わ
る
こ
と
の
な
い
電
気
の
安

定
供
給
と
い
う
電
気
事
業
の
使

命
が
あ
る
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

脱
炭
素
社
会
の
構
築
に
向
け
た

革
新
的
環
境
技
術
の
開
発
と
い

う
時
代
の
要
請
に
応
え
つ
つ
、

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
に
対
し

て
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
電
力
供
給

シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
必
要
な
研

究
・
技
術
開
発
に
取
り
組
み
、

こ
れ
ら
に
よ
り
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
こ

と
を
当
研
究
本
部
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
と
捉
え
て
い
る
」

★
研
究
に
新
陳
代
謝

�
�
Ｓ
Ｓ
研
究
本
部
の
研
究

戦
略
に
つ
い
て
。

「
当
所
で
は
『
持
続
可
能
で

社
会
に
受
容
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
シ
ス
テ
ム
』
の
実
現
を
、
２

０
５
０
年
の
日
本
の
目
指
す
姿

と
し
て
定
め
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
７
つ
の
目
標
に
向
け
て
研

究
の
方
向
性
を
シ
フ
ト
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。そ
の
中
に
は
、

時
代
の
変
化
に
か
か
わ
ら
ず
電

気
の
安
定
供
給
な
ど

の
使
命
を
果
た
す
た

め
に
、
こ
れ
ま
で
の

研
究
を
維
持
・
強
化

し
て
い
く
も
の
、
時

代
の
変
化
に
合
わ
せ

て
基
盤
技
術
や
そ
の

適
用
先
を
変
え
て
い

く
な
ど
新
陳
代
謝
を

図
り
つ
つ
新
た
な
研

究
展
開
に
つ
な
げ
て

い
く
も
の
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
お
い
て

も
、
研
究
統
括
室
に

て
、
電
気
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
把
握
や
国
な

ど
の
動
向
調
査
・
分

析
を
進
め
、
そ
れ
を

踏
ま
え
た
上
で
具
体

的
な
研
究
戦
略
、
研

究
資
源
獲
得
・
配
分

戦
略
の
立
案
な
ど
を

行
い
、
研
究
本
部
内

で
共
有
す
る
こ
と

で
、
時
宜
に
か
な
っ

た
研
究
の
推
進
、
成

果
創
出
に
つ
な
げ
て

い
く
」

�
�
Ｓ
Ｓ
研
究
本
部
な
ら
で

は
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
。

「
今
後
、
洋
上
風
力
発
電
と

資
源
循
環
・
カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ

ク
ル
に
関
す
る
研
究
を
強
化
し

て
い
く
。
洋
上
風
力
発
電
に
つ

い
て
は
、
浮
体
式
洋
上
風
力
発

電
を
対
象
に
低
コ
ス
ト
か
つ
安

全
な
建
設
・
運
用
お
よ
び
安
定

的
な
発
電
に
つ
な
げ
る
た
め
の

研
究
に
取
り
組
む
。
保
有
す
る

高
度
な
気
象
・
海
象
予
測
技

術
、
構
造
安
全
性
評
価
技
術
、

環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
技
術
な
ど

を
活
用
し
、
他
の
二
つ
の
研
究

本
部
と
も
連
携
し
つ
つ
、
研
究

を
進
め
て
い
く
。
資
源
循
環
・

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い

て
は
、
政
府
の
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
に
も
掲
げ
ら
れ
、
持
続
可

能
な
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、

経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
図
る

産
業
政
策
の
一
つ
と
し
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
。
関
連
す
る

技
術
の
研
究
開
発
は
ま
だ
初
期

段
階
に
位
置
付
け
ら
れ
る
も
の

が
多
い
が
、
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ

Ｏ
�
）
削
減
・
有
効
利
用
、
資

源
の
再
利
用
の
観
点
か
ら
、
将

来
の
普
及
を
目
指
し
挑
戦
し
て

い
く
」

「
自
然
災
害
に
対
す
る
レ
ジ

リ
エ
ン
ト
な
電
力
シ
ス
テ
ム
構

築
に
関
す
る
研
究
と
し
て
近

年
、
台
風
に
よ
る
送
配
電
設
備

の
甚
大
な
被
害
と
そ
れ
に
伴
う

停
電
の
発
生
を
受
け
、
自
然
災

害
時
の
配
電
設
備
早
期
復
旧
を

支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

社
会
実
装
に
向
け
た
取
り
組
み

に
注
力
し
て
い
る
」

�
�
研
究
本
部
長
と
し
て
の

役
割
に
つ
い
て
。

「
研
究
者
一
人
一
人
の
研
究

力
を
う
ま
く
組
み
合
わ
せ
、
時

宜
に
か
な
っ
た
研
究
成
果
を
創

出
し
て
い
く
た
め
に
、
経
営
が

示
す
研
究
所
の
方
向
性
を
研
究

本
部
の
役
割
な
ど
に
照
ら
し
合

わ
せ
て
具
体
的
な
形
で
現
場
に

浸
透
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、

メ
ン
バ
ー
一
人
一
人
と
の
対
話

を
通
じ
、意
識
を
高
め
て
い
く
。

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
新
た
な
気
づ
き
を
得

ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
自
由
に

意
見
交
換
の
で
き
る
職
場
環
境

を
構
築
し
て
い
く
」

�
�
研
究
本
部
メ
ン
バ
ー
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

「
新
た
な
組
織
体
制
に
お
い

て
も
、
研
究
の
基
本
と
な
る
基

盤
技
術
を
極
め
る
と
い
う
基
本

姿
勢
に
変
わ
り
は
な
い
。た
だ
、

時
代
と
共
に
そ
の
適
用
先
は
変

化
し
て
い
く
。
様
々
な
環
境
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
、
多
様
な

専
門
分
野
の
研
究
者
の
連
携
に

よ
る
相
乗
効
果
に
よ
り
、
新
た

な
価
値
を
持
つ
当
所
な
ら
で
は

の
研
究
成
果
を
数
多
く
創
出

し
、
社
会
実
装
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
」

植
田

伸
幸
氏

常
務
理
事

本
部
長

本
部
長

〝変化〟に対応 ３本部新設

美
濃

由
明
氏

常
務
理
事

本
部
長

本
部
長

グリッドイノベーション研究本部

サステナブルシステム研究本部

金
谷

守
氏

常
務
理
事

本
部
長

本
部
長

再エネ増と安定供給の両立追究

知見生かし電気事業のＥＸ実現へ

災害激甚化で「強靱化」対策に注力


